




泌尿器科 京 田 有 樹
◆ 当院の注射抗菌薬と臨床分離菌の動向・TDM の活
用
薬局 近 藤 覚 也
３月22日
◆ 小児領域の迅速診断
小児科 本 堂 準 子
◆ 西胆振地区の周産期医療の現状について
産婦人科 佐 藤 正 樹
４月26日
◆ 赤血球製剤の使用状況について
臨床検査科 小 泉 依 子
◆ 当院における頭頚部がん治療成績




精神科神経科 長 尾 智 美
◆ 当院におけるＢ型慢性肝炎に対する抗ウイルス療法
の現状




麻酔科 樋 口 美沙子
◆ ステロイドパルス療法を施行した甲状腺眼症の１例
～甲状腺眼症に対する当科的治療戦略～




呼吸器科 笹 岡 彰 一
◆ 人工膝関節全置換術の術後成績について
～QOL評価表を用いた評価～
リハビリテーション科 村 井 誠
９月20日
◆ 大動脈腸骨動脈領域のASO に対する血管内治療
心臓血管外科 前 田 俊 之
◆ 脳卒中の初期治療
～救急当番で脳卒中の患者が来たら？～




形成外科 中 川 嗣 文
◆ 救急車を利用せずに受診した急性心筋梗塞患者の臨
床的検討




外科 渋 谷 均
◆ 新たに導入されたガンマ－カメラの特長と有効な利
用について





司会：泌 尿 器 科 宮 尾 則 臣
臨床：泌 尿 器 科 加 藤 秀 一




司会：消 化 器 科 坂 本 裕 史
臨床：消 化 器 科 佐 藤 修 司
病理：臨床検査科 今 信一郎




















泌尿器科 京 田 有 樹 山 下 奈 奈



















薬局 近 藤 覚 也 中 浜 裕
























































臨床検査科 輸血・血清係 小 泉 依 子


















































































精神科神経科 長 尾 智 美 清 水 祐 輔
三 戸 法 和 三 上 敦 大
菅 原 美 帆 本 間 次 郎
高 田 秀 樹




























消化器科 及 川 央 人 斉 藤 真由子
鈴 木 英 章 佐 藤 修 司
石 井 卓 清 水 晴 夫
金 戸 宏 行 坂 本 裕 史

































麻酔科 樋 口 美沙子 川 岸 俊 也

































































リハビリテーション科 理学療法係 村 井 誠
［研究背景と目的］
変形性膝関節症（以下：膝OA）に対する効果指標につ





















































側 F-P bypass graft狭窄部人工血管置換術１例であっ
69



































































循環器科 東海林 哲 郎 西 里 仁 男
野 田 亮 輔 久 馬 理 史
鳥 井 孝 明 福 岡 匡 将




































































放射線科 技師 松 橋 康 夫
本年７月、γ－カメラが更新された。選定には３社が参
加し、東芝の E.CAM と決定した。本席ではその特長と
有効利用について述べたい。
まずは、優れたコストパフォーマンス。ハード面では
①赤外線自動近接機構 ②独自のコリメータ ③最低高
48cmの寝台等がある。
カメラの近接は、線源と検出器の幾何学的関係から必
要であり、自動であれば検査時間の短縮につながる。コ
リメータの役割は散乱線を除去し、解像度を高めること。
Multipurposeコリメータは、201Tl、99mTc、123I、67
Ga等の核種に対応し、システム感度も8.0cpm/kBqと
高い。欧米の機器は、身長差から不便なこともあるが、
これは腰掛けられる48cmで、幅も63cmと安定感があ
る。
ソフト面では TEW 散乱線補正と、ワークフローがあ
る。
TEW（Triple Energy Window）はメインとなるエネ
ルギーピークのウィンドウの上下に設定したサブウィン
ドウにより、台形近似を行いメインから引くことで、散
乱線成分を除去する。ワークフローとはデータの収集、
あるいはその処理を行うプログラムを連結し、自動的に
進行させるアプリケーション。ワークフローを起動する
と、収集では目的の検査がセットされている各プログラ
ムが自動で開始され、処理では再構成、断面変換、表示、
転送等一連のプログラムが自動で行われる。
こうした特長から有用と思われるのがMerged
 
SPECT MIP表示である。患者から出る放射線は、検出
器に届くまで、体内での吸収を受け、25～50％減少する。
また、検出器から距離があると幾何学的にボケが生じ、
集積が存在しても見えにくくなる。これを補うため感度
の高いコリメータを用い、TEW による散乱線補正を行
い、OSEM で減弱補正をかけ、MIP処理をすることによ
り深部の淡い集積も深さに関係なく描出される。この方
法を骨シンチ、ガリウムシンチ等に適用することで、診
断情報をより正確に提供できるだろう。
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